
イ
ン
ド
洋
大
津
波
犠
牲
者

　
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
と
大
津
波
は
、
子
ど
も
の
犠
牲
者

が
極
め
て
多
い
と
い
う
特
徴
を
見
せ
て
い
る
。
国
連
児
童

基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
の
ベ
ラ
ミ
ー
事
務
局
長
は
、
「
死
者

の
３
分
の
Ｉ
以
上
が
子
ど
も
（
1
8
歳
以
下
）
と
推
定
さ
れ

る
」
と
の
見
方
を
示
す
。
目
の
前
で
肉
親
を
津
波
に
奪
わ

れ
た
子
ど
も
も
多
い
。
食
料
・
医
療
な
ど
の
支
援
に
加
え
、

精
神
面
で
の
ケ
ア
も
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
き
た
。

【
ナ
ガ
パ
テ
ィ
ナ
ム
（
イ
ン
ド
南
部
）
大
潭
文
腰
、
ゴ
ー

ル
ス
リ
ラ
ン
カ
南
部
）
西
尾
英
之
、
コ
ロ
ン
ボ
花
岡
洋
二
】

情
で
つ
ぶ
や
い
た
。

　
ユ
ニ
セ
フ
は
、
被
害
の
大

き
い
８
力
国
の
子
ど
も
の
人

□
比
率
が
3
9
％
に
及
ぶ
こ
と

か
ら
、
犠
牲
者
全
体
に
占
め

る
子
ど
も
の
比
率
は
少
な
く

と
も
３
分
の
Ｉ
以
上
に
な
る

と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
バ

テ
ィ
カ
ロ
ア
県
の
ケ
ー
ス
が

示
す
よ
う
に
実
態
は
よ
り
比

率
が
高
い
公
算
が
大
き
い
。

理
由
と
し
て
、
波
や
漂
流
物

に
抵
抗
す
る
力
が
大
人
よ
り

弱
い
▽
津
波
の
回
米
が
日
曜

だ
ろ
う
」
と
話
す
。
　
　
　
　
が
波
に
消
え
た
。
次
に
女
性

　
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
の
児
童
　
が
力
尽
き
た
。
「
平
日
な
ら

保
護
担
当
部
署
に
よ
る
と
、
　
子
ど
も
は
、
学
校
に
行
っ
て

い
る
時
間
た
っ
た
」
と
住
民

た
ち
は
う
な
だ
れ
た
。

子
ど
も
の
死
者
数
と
、
親
を
¨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・

亡
く
し
た
子
ど
も
の
数
の
集

計
に
は
、
少
な
く
と
も
今
週

末
ま
で
か
か
る
と
い
う
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　
ユ
ニ
セ
フ
は
被
災
し
た
各

国
で
、
政
府
や
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
（
非
政
府
組
織
）
と

と
も
に
、
親
を
失
っ

た
子
ど
も
た
ち
を
捜

南
イ
ン
ド
で
最
大
の
被
秀
一
し
出
す
活
動
を
行
っ

が
出
た
タ
ミ
ル
ナ
ド
州
の
町

ナ
ガ
パ
テ
ィ
ナ
ム
で
も
、
４

０
０
０
～
５
０
０
０
人
の
犠

牲
者
の
３
分
の
１
以
上
が
子

日
曜
の
朝
弱
者
を
の
む

　
　
「
病
院
か
ら
の
聞
き
取
り

調
査
の
結
果
、
死
者
の
ほ
ぼ

７
割
が
児
童
だ
っ
た
」
。
ス

（
２
０
０
３
年
、
ユ
ニ
セ
フ
調
べ
）

全人□(千人)
18歳未満
の占める
割合(価)

イ　ン　ド

インドネシア
スリランカ
タ　　　　イ
モルディブ

1065462
219883
　19065
　62833
　　318

38.9
35.5
30.1
30.5
49.7

日　　　　本 127654 17.4

◆
被

---

１

災
各
国
の
人
口

歳
未
満
の
比

リ
ラ
ン
カ
東
部
バ
テ
ィ
カ
ロ

ア
県
を
調
査
し
た
ユ
ニ
セ
フ

・
ス
リ
ラ
ン
カ
支
部
（
コ
ロ

ン
ボ
）
の
二
上
フ
ン
ド
児
童

の
明
か
ら
日
中
に
か
け
て
ど
も
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

で
、
多
く
の
子
ど
も
が
海
岸
地
元
住
民
は
、
原
因
の
一
つ

に
出
て
い
る
時
間
帯
だ
っ
た
と
し
て
津
波
が
日
曜
（
1
2
月

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン

カ
に
関
し
て
は
、
「
両

親
を
亡
く
し
た
の
は

数
百
人
か
ら
千
人
未

満
。
片
方
の
親
を
亡

く
し
た
児
童
は
数
千

人
に
な
る
見
通
し
」

と
推
定
。
ス
タ
ッ
フ

は
、
は
ぐ
れ
た
親
子

を
引
き
合
わ
せ
る
努

力
を
続
け
、
孤
児
を

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
　
2
6
目
）
の
朝
に
起
き
た
点
に
笞
交
母
ら
親
族
に
引

あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
目
町
の
ア
ッ
カ
ラ
イ
ペ
ッ

ト
集
落
で
は
、
漁
業
で
暮
ら

し
を
立
て
る
７
５
０
戸
の
住

民
の
ほ
と
ん
ど
が
、
海
岸
で

漁
網
や
船
の
手
入
れ
を
し
て

い
た
。
海
岸
に
い
た
舎
宍
が

陸
に
向
か
っ
て
走
っ
た
が
、

ま
ず
力
の
な
い
子
ど
も
た
ち

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

き
取
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
働
き
か
け
て
い

る
。
　
一
方
、
避
難
所
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
心

の
ケ
ア
と
し
て
、
サ

手が回らぬ心のケア

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
や
ク
レ
ヨ
ン

一
な
ど
の
遊
び
道
具
を
配
布
。

一
同
時
に
、
1
8
歳
以
上
の
若
者

た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

子
ど
も
を
世
話
す
る
よ
う
指

　
　
導
し
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
　
「
親
が
津
波
に
渡
さ
れ

る
場
面
を
見
た
子
ど
や

た
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
‐
‐
‐

害
）
が
危
惧
さ
れ
て
も
、

▽
Λ
一
人
の
精
神
医
療
一

ま
で
手
が
回
ら
な
い
の

一

が
現
実
」
と
い
う
。
日
」

本
か
ら
の
人
的
支
援
ぐ

し
て
「
精
神
医
療
と
里

」

親
制
度
の
専
門
的
知
識

が
今
後
、
必
要
に
な
っ

て
い
く
」
と
話
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
伝
染
病
の
発

生
が
心
配
さ
れ
る
避
難

所
で
、
体
力
の
な
い
子
’

ど
も
た
ち
が
二
次
被
害

に
瀧
う
懸
念
も
出
て
い

る
。
岡
山
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
は
、
ス
ー

リ
ラ
ン
カ
国
内
で
公
衆
衛
生

教
育
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。

　津波で中心部が壊滅的被

害を受けたスリランカ南

部、ゴール郊外に設けられ

た避難キャンプ。「お母さ

んとお姉さんと弟が死に、

私は独りぼっち。お母さん

のことを考えると涙が止ま

らない」。 12歳の少女ディ

ジャーナさんはうつろな表

情で､、そう話した。

　ディジャーナさんはその

時、自宅隣のおばの家で朝

食を取っていた。押し寄せ

た海水で壁にたたきつけら

れ、顔や手足を負傷。泥と

がれきの町を必死に走り、

たどり着いた避難所で､「お

母さんたちは亡くなった」

と聞かされた。

　１週間以上が過ぎ､、顔の

傷は冶りかけてきた。しか

し、心の傷は深く、癒やさ

れない。「夜中になるとお

母さんのことが順に浮かん

で、戻が止まらないの」。

母親からいつも「一生懸命

勉強しなさい」と言われて

いた。「もう一度学校に行

きたい。でもかばんもノー

トも全部流された。どうや

って学校に行けばいいの」

　避難所では約100人の子

どもが暮らす。半数以上は

肉親のだれかが死亡するか

行方不明になっている｡「亘

囲は元気でも、夜になるとli==IJり/UノＷＱｕゝ　１入¥りひ'ＱﾉＵ

泣き出す子がいる。あの時

のことを思い出すのでしょ

う」。世話をしている女性

の１人がうち明けた。

保
護
担
当
官
は
、
無
念
の
表
る
。　
目
撃
者
か
ら
は
、
渡
さ
れ

そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
木
な

ど
に
つ
か
ま
っ
て
難
を
逃
れ

た
生
存
者
が
多
く
い
た
と
の

証
言
が
あ
る
。
一
〒
ラ
ン
ド

担
当
官
は
「
（
死
亡
し
た
子

ど
も
た
ち
は
）
波
に
打
ち
勝

つ
だ
け
の
力
が
な
か
っ
た
の

－
こ
　
　
　
　
　
　
。
一
一
”
ＳＱ
４
Ｑ
９
１
。
‐
‘
’
‐
’
‐
”
‐
‘
‐

率
◆
　
カ
゛
ゴ
ー
ル
郊
外
の
避
難
所
で
３
日
ヽ
梅
村
回
章
写
す

「
夜
に
な
る
と
涙
が
出
る
」
と
時
枡
目
を
伏
せ
話
し
た
デ
ィ
ジ
ャ

ー
ナ
さ
ん
。
津
波
で
う
け
た
顔
の
傷
も
痛
々
し
い
＝
ス
リ
ラ
ン
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